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1．は じめ に

20世 紀の 最後の 10 年 間 を 自然 災 害の 軽減 の ため に世 界が

努力 し よ う とい う 「国際防災の 十年 （1DNDR ）」が 終 わ ろ

う と して い る 。わ が 国 は国 連 に お け る 実質提 案国 と して、

また防 災先進国 として、tgCO年か らス タ
ー

トしたIDNDR に

おい て、物心両面か ら中心的な役割 を果た して きた 。

しか し、 そ の 具体的成果 と呼べ る もの は 極め て少な い とい

う批判 もな され て い る。残 され た 時 間 の な か で IDNDR を契

機として 世界の 自然災害 に よ る被害の 軽減 の ため の 具体的

かつ 継続的な 成果が 期待 され て い る。

国連加盟 の 各国や地 域 は政治体制や 経済的発展段階の 点 で

もさ まざまで あ る．防災の 観点で も、そ れ ぞれ の 国 や地域

を襲う外力も異 な り 、 社会の 防災力 も異 な っ て い る e そ う

した多様な状況 の なか で 、まず求 め られ て い る もの は，防

災 に 関 する理 解力の 向上で ある 。

その た め に は、それ ぞ れ の 国や 地 域 の 防災努力 に共通の 基

盤 を提供で き、誰もが 理解可 能な 「防災の ための 共通言語亅

で ある e

・
国際的な防災の 推進 に と っ て言語の 障壁 が 大 きい こ とは 十

分 認 識 され て お り、それ を克服す る こ とが IDNDR の ひ とつ

の 目標で あ る と もい え る 。 た とえ ば 土 岐憲三 先生 の 糧 に よ

り国際防 災 の十年国 民 会議か ら刊行された 「多言語防災用

語集」は その 典型的 な例で ある 。 本稿の 目的 は直観 的に理

解が容 易 な絵 文 字
・絵 記号 の 体系を整備 し、自然災害の 軽

減 を 目標 と した 防災ピク トグラ ム シ ス テ ム を構築す る こ と

で あ る 。

具 体的 に は、文化を異に す る 人 々 が 集 ま る空港や 国 際的 な

イ ペ ン トで 用い られ る絵文字 ・絵記号に よ る表示 シス テ ム

を，防災分 野 に 関 して開発 し、その 著作権 を放棄す る こ と

で 、世界の 入々 に 利用 して も らえ る 「国際 ピ ク トグ ラ ム ・

シ ス テ ム 」 と して 提案す べ きで あ る 考えて い る．
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2．防災 ビ ク トグラ ム シ ス テ ム に で きる こ と

　1930代に オー
ス トリア の 哲学者で教育 音で もあ っ た ノ イ

ラ
ート 〔Neurath｝は

“
WORDS 　DEVIDE ，　PI（rl

’
URESUNITE ’

を掲げて教育の新しい 手法 と して 【SOTYPE ｛絵文字） を提

案 した．以来，多くの 国に またが る ヨ
ー

ロ ッ パ の 道路標識，
米国交通省が 署作権を放棄 したた め に 国際的に 利用 され る

よ うに な っ た駅 ・港 ・空港施設 の 案内，東京 オ リン ピ ッ ク

以来の 各種国 際的 な イベ ン トの 案内，自動車や 電気機器 の

操作表示，PL法 に 関連する 各種安全表示など， 私た ちの 生

活 の さ まざ まな側面で さ りげ な く利用 され て い る．ピク ト

グ ラ ム の 利点は文化 を異 に す る不特定多数の 入々 が集まる

公共 空 間で の 直観 的に 理 解で きる 表示 や 案内 を提 供す るだ

けで な く，就学以 前の 児童や高齢者に とっ て も見やす く理

解しや すい 情報提供 ツ
ー

ル で あ る．以 上 の よ うな ビク トグ

ラ ム の 発 展 の経緯 を ま とめ る と，ピク トグラ ム には，少な

くと も 1 ） ア イ コ ン機能，2 〕サ イ ン 機 能．3） 教 育 機能

の 3 つ の 機能が 存在す る と い え る，

OIS〔，　TYPE 「人 と グ ル ーフ 」　 ○ 東京 オ リ ン ピ ッ ク の

　（Otto　Neurath’）　 　 　 　 　 　 　 シ 冫 ボ ル ・マ ーク

囎9
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1） ア イコ ン 機 能 ：

公共 空 間 で 見 か け る トイ レ や電話の 表示な どの よ うに，そ

れが 何 で あ るか，ど こ に何が ある か 言 葉 を使わ ず に 表示す

る機 能で あ る．い わば 対象の 意味 を定義す る辞轡 （Lexicon｝
として の 機能で ある 。

　防災に 関 して は，ハ ザ
ー

ドや 被害 ， 各種防 災 関連施設 や

機能を 表示す る 各絵文字 ・絵記号を定義す る こ とが必 要 と

なる．と くに 近年理情報 シス テ ム を活用 した 防 災情報 シ ス

テム が盛 んで あり，各 シ ス テム ご とに独自に さ ま ざま な絵

文字 ・絵記号を利用 して い る．ピ ク トグ ラ ム の ア イコ ン 機

能 を高め る に は，各自バ ラバ ラ な絵文字や 絵記号の 共通か

が 必 要 とな る，したが っ て
， 防災関係の ピク トグラ ム ・レ

キ シ コ ンの 標準化 は
， まず 第 1 に 考 え るべ き課題で あ る 。

O ア メ リ カ 運 輸省

　公共交通 の た め の ビク トグ ラ ム 例

団 図 團 田 圄
圃 圃 回圃 輔

回 図 回 圃 國
圓 困 国 團

2 ）サ イ ン 機能 ：

　見る 者に特定 の 行動をとる よ うに 指示 す る ，あ るい は 禁

止する こ とがサ イ ン 機能の 目標で あ る．多くの 道路標 識や

PL法関係の安全 標識 は これ を目的 と して開発 され て きた。
たとえば，赤い O 印の なか に左 下がりの 赤線 を 引い た な か

に 火の つ い た タバ コ が描か れ た デザ イ ン が 禁煙を意味する

とい うよ うに ，サ イ ン機能を持 つ ビク トグラ ム は幾つ かの

絵文字を一
定 の 規則に 従 っ て 結合させて作られ る場合が多

い ．し た が っ て 、色彩 の 意味づ け，形態の 意味付け な ど も

含め て ，要 繁 とな る絵文 字 ・絵記号を組み 合わせ を規 定す

る 文法 （Grammar） を整備す る こ とが
， 第 2 に考えるべ き．

課題 で あ る。

○作業環境と設備の

　安全の た め の

　 サ イ ン シ ン ボ ル 例

　 （ANSI ）
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3 ｝ 教育機能 ：

　 ノ イラ
ートは科学的知識 をで きる だ けわ か りや す く教え

る こ と を本来の 目的 と して ピ ク トグ ラ ム の 閣 発 を志 した．

世 界で は自然災害 に よっ て毎年25万人が 犠牲 とな り、多く

の 難民も生 まれ て い る，こ うした自然災害 に よ る 被害の 軽

減 の ため に は，世界中 の 誰 もが 防 災に 関す る理 解力 を高め

る必 要が あ る．その 地域に どの よ うなハ ザ ー
ドが 存在す る

の か，どの よ うな被害が予 想 され る の か，それ に 対 して 自

分 た ちで どの よ うな予防 対策が で きる の か，被害が 出 て し

ま っ た場合に どの よ うな対応が な さ れ る の か，を知 る 必要

が ある．そ の ため に は 防災に関 する 公 共的 な ピ ク トグ ラ ム

をッ
ール とし

た，教育プ ロ グラ ム の 鬩発が必要で あ る ．た だ し教育 とい

っ て も，たん に学校教育だ

けで はなく，街中に設置され た説明サ イ ン や モ ニ ュ メ ン ト

サ イ ン をは じめ，ゲー
ム 遊

び を通 して の 教育を考える必要があ る．こ れが考えるべ き

第 3の 課題で あ る．
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3 ．防 災研 究者 とデ ザ イナ
ーとの 共 同作業

防災 に 関連 した ビク トグラ ム シ ス テ ム の 構築は こ れ まで に

幾つ か提案 きれ て い る 。

Hayashi｛1993）は基本的に は こ れ まで述 べ た考え方 に もとつ

い て ， 津波避 難 サ イ ン の ビ ク トグ ラム の 例 を報告 して い る 。

しか し、それ以 上の 展開は なされない ままで あっ た 。

そ の 原 因 は デ ザ イ ン が で きな い こ とで ある 。

一
方、グ ラ フ イ ッ クデ ザ イ ン あるい は イ ン ダス トリ ア ル デ

ザ イ ン 闃係の 団体 （JGDA やJDA ） も限神淡路大 震災 を契

機 と して 防災ピク トグ ラ 厶 の必要性 を強 く認識 し、全国 の

デ ザ イナーにデ ザイ ンの 提出を求め る 試み を行っ て い る 。

そ の 詳細 は イン タ
ー

ネッ トを通 して 知る こ とが で きる 。

しか し、まだ実用 レベ ル に達 した デ ザ イ ン は 完成 して い な

い o

○ こ れ まで に提案された防災周ピク トグラム 1

　津波 ピク トの3つ の 例と津波注意の 啓発サ イン 〔HayaSlii．H〕

＠

洗動 ・

　 　 1冩1

野
“ 1

○ これ まで に提案 された防災用ピク トグラ ム 2

　避難誘導の ため の サ イン標識と避難所の ピク トグ ラム OIDA）

さらに、防災情報シ ス テ ム の 構築 に従事する シ ス テ ム エ ン

ジ ニ ア もそ れ ぞれ個別に ア イコ ン化を進め て い る の が 現状

で ある 。

…
琿

本研究 は平成 9 年 4 月か ら京都で活動 を始め た 防 災 ピク ト

研 究 会 の 成 果 で あ る 。

こ の 研 究会 に は 防 災研 究者、グ ラ 7d ッ ク デ ザ イナ
ー、イ

ン ダ ス トリア ル デ ザ イナ
ー、法律の 専門家が参加 して おり、

月に 1度の 割合で研究会を開催して きた。 その 間、防災に

関す る ピク トグラ ム の レキ シ コ ン の 確定と文法の 整 備をお

こ な うこ と、防 災ピ ク トグ ラム を用 い た 防 災 の モ デ ル を構

饑
　 　

ab／；
ロ あ『

罰

鬱 雛譲鑽
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築す る こ と、現実の 防災へ の 応 用法の 開 発 を行 っ て きた c

こ の 研究会の 最終成果 物 と して 、

1） 防災ビ ク トグラ ム で 用い ら れ る 各種ア イコ ン とそ の 組

み 合わせ ル ー
ル を示 した 「防災ピ ク トグ ラ ム レフ ァ レ ン

　ス ブ ッ ク」 の 制作

今回の 報告で は 最初の 2 つ か らな る研究 が関す る著作権 を

放棄する こ と で ，IDNDR の 日本か らの 成果 と して 世界で 利

用可 能 な 形で 公 表 す る こ とを 目指 して い る 。

本研 究の 実施に あた っ て 国際 防災の 十年国民会議 の 研究助

成 を受け た 。　 記 して感謝 の 意 を表 す る 。

2｝ 防災ピ ク トグラ ム を使 っ て 構築され た 「防災の レ イヤ

ーモ デ ル 」の構築

3｝ 防災 ピ ク トゲーム の 制作を目標 と してい る。

○ プ ロ ジ ェ ク トチ ーム と

　Workingの イメ ージの モ デ ル 図

防災PICTOGRAM 研究会

Ψ

成累の 提罨

■ の

成果 の提寮
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